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研究成果の概要：ベトナム，カンボジア，タイ：この地域には熱帯島嶼に分布している野

生イネとの多様性比較のために来訪し CC ゲノムの officinalis，rufipogon などの多様性を

調査した．フィリピンでは minuta 種の生息環境が急速に悪化しており，水田脇の水路に

生息する集団が水路補修で消失する事例が見受けられた．一時的に種子繁殖により大集団

を形成する場合もあったが，これも水路補修などの人為的攪乱による一時的な現象の可能

性がある．Palawan島中部meyeriana種は生存域の攪乱が激しく集団消失が危惧された．

オセアニアの野生種についても採取がすすみつつあり，東南アジアの rufipogon と比較す

ることで栽培種を生み出した野生種である同種の高い遺伝的多様性が明らかになろう． 
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１．研究開始当初の背景 

栽培イネでは高高度に分布する天水田によ

る陸稲から低地の水稲までの垂直分布がみ

られる．島嶼地帯の在来種の多様性はイネの

伝播を考える上で重要なデータとなる．ただ

し，2005 年度海外学術調査（代表：佐藤雅志）

によるカリマンタン島調査では，低地におけ

る野生種の減少ならびに丘陵部における陸

稲から香り米などへの置き換えが生じてい

ることがわかった． 1985 年の海外学術調査

（代表：森島啓子）において佐藤洋一郎らが

得た調査データと 2005 年度のデータを比較

すると生態系の人為的攪乱が激しくみられ，

野生種と近代栽培品種との遺伝子交換も進

みつつあった．  

 

２．研究の目的 

インドシナ半島から流れでたメコン川が作

るメコンデルタからニューギニアに到る熱

帯島嶼群にはイネ属の多様な分布が認めら

れている．このうち栽培種についてはマラッ

カ海道，マッカサル海道を通じて日本列島を



含む温帯島嶼への海の道による伝播が論じ

られてきた．生態的にこの地域はオーストラ

リア・ニューギニアがオーストラリア区，東

南アジアが東洋区にわけられ，中間のアジア

熱帯島嶼地帯はワラス線ならびにウエーバ

ー線という２重の境界線による移行帯を含

む複雑な様相をなす．この地域では栽培イネ

の直接の野生種として知られる旧 rufipogon

種が全域に認められてきたが，遺伝学の発展

によりこの旧種はオーストラリア区の

meridionalisと東洋区のrufipogonに分けら

れた．ただ，一部にオーストラリア区に

rufipogon 種がみられるという報告もあり，

未だに野生イネの分布が不明瞭である．この

地域には，１．フィリピン周辺の minuta 種

（BBCCゲノム），２．東洋区の granulata（GG），

移行帯の meyeriana（GG），３．東洋区の

ridleyi（HHJJ）と移行帯からニューギニア

にみられる longiglumis（HHJJ），４．未発表

であるが申請者らによりニューギニアにお

いて見いだされた新種がみられる．このよう

に未同定の種を含むイネ属の分布はその一

部しか調査されておらず，近年発達した分子

マーカーによる種の同定を含めた調査はな

されていない．したがって，野生種について

は，遺伝資源の再評価，ならびに人為的・気

候変動などの攪乱による熱帯島嶼辺境部の

遺伝資源の再評価を目的として，メコンデル

タからニューギニアまでを含む生態的に複

雑な地域での遺伝資源探索を行うことが申

請課題である． 

  

３．研究の方法 

メコンデルタからニューギニアにいたる東

洋区，オーストラリア区の境界領域について

の熱帯島嶼辺境部は移行帯として多様なイ

ネ属の分布が推測される．イネ起源の解明に

はこの地域の野生種を栽培種と比較するこ

とや，遺伝資源として確立するために種の同

定と分布を明らかにすることが求められる．

申請者らはこれまでの海外学術調査経験か

ら現地研究者との協力の下，円滑に調査をす

すめることができる基盤を培ってきた．これ

まで得られた遺伝資源については，その由来

する生態環境を熟知した上で解析材料とし，

遺伝的多様性の同定，分子遺伝学的な種同定

の実績をつんできた．このような点から，現

地研究者と協力し，申請者らが開発してきた

分子マーカーにより明確な分類同定を行う． 

葉緑体のゲノムＤＮＡ比較においては，研究

分担者中村（千葉大）が、陸上植物に保存的

な葉緑体 rpl16-rpl14遺伝子間の介在配列を

PS-ID，その他に核遺伝子のハプロタイプ解

析を行う． 

 
４．研究成果 

 インドネシア半島の野生種，インドネシア，

ならびにオセアニアの野生種の収集，GPS デ

ータ蓄積，ならびに分子マーカーの評価から，

栽培種インド型と同じ葉緑体 DNAを有する野

生種をカンボジアにおいてのみ見出すこと

ができた．さらに，新たな調査地域を開拓し，

インドネシア，ならびにオセアニア地区にお

ける研究機関と新たな研究協定を締結して

調査をすすめた．オーストラリアでは

meridionlalis ならびに rufipogon 種の共存

する地域がみられた． 2008 年にはオースト

ラリアのサザンクロス大学植物保存センタ

ー，Robert・Henry 教授ならびに Queensland

州ハーバリウムの BryanSimon 氏を訪れて共

同研究を行うことで合意し，今後の研究につ

なげる交渉を行った．  
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